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､ナウ÷ン博士ゆかりの人と所をたずねて

I｡マイセンとドレスデン

山下界1)

1.テレビから仕事の話が来た

｢フォッザマク六｣という番組､昨年の春,テレビ

信州の東平氏から辞で,1'フォ㍗サブナ｣という1時

間半ほどの番組をつくるから応接してほしいという話が

来た.私は元来テレビのようなものは苦手なので最初は

断ったのであるが,頑強に貼られて,会うだけは会いま

しょうというヒとセこした.けれども,会うと'いうこと自

体が負けの始ま･りで,断りきれなくなり,ついつい引き

受けることにした.'

引き受けた1く杜がった理由はもう一つあって,この番

組制作のために私が提供できる知識の重要た部分が,実

は長年調査研究を積み重おそきて,そあ歳央をこれから

少しずつ発奉しようとしているもの,いいかえると未公

表のものが多かったからである.げれども,この理由は

また,逆に引き受けざるを得ない理由にもなった.とい

うのは,自慢たらしい言い方で恐縮ではあるが,私の知

識を提供しなければ,フォッサマグナやナウマン博士に

ついて間違ったことが世間に広められる心配がある.現

に『一フォッサ･マグナは英語で……』などというひどい

間違いを書いた本が堂々と出版されている.そんなもの

を頼りに番組をつくったらどうたるか.これは見捨てて

おくわけにはいかない,という理屈である.さらに,研

究者は積極的に普及活動に取り組むべきである,という

私の所属する学会の方針もある.

新書版一冊分の資料を提供.そこで,引き受けるこ

とにしたのであるが,今度は,引き受ける以上は中途半

端なことはしたくない,と発展した.地質家ですらよく

理解していたい人があるこの問題を,多少の時間をかけ

たとしても,口頭で説明したのでは誤解される心配が大

きい1そこで,フォッサマグナの概要およびナウマン博

士の伝記や,博士のフォッサマグナ旅行記を和訳したも

のたどをまとめたワｰプロ文書を作成して東平氏に渡し

た.400字つめ原稿用紙にして150枚ほどである.そあ後

また50枚ほどの文書その他も追加Lて渡した.だからこ

写真1

エドムント･ナウマン博士と富士谷孝雄氏

もう一枚別に日本人の単独の肖像写真があって,そ

の裏面にはロｰマ字でFujitaniという署名があった.

富士各氏は1881年東大地質第三回の卒業.この写真は1

才ウマソ博士の孫にあたるD.ナウマン氏からいただ

いたもの.

れは優に新書版の本一冊分,あるいはそれ以上である.

テレビのスタッフ諸氏は,これを増し刷りして勉強L,

大いに認識を深めたという話であった.もちろん,未公

表の知識がたくさん含まれているのであるから,他に流

出することのないよう,繰り返し厳重に注意しておいた.

最後に裏切られた.といったような経過があって番

組はできあがったわげであるが,結果は裏切られた.そ

1)信州人学名誉教授:〒153東京都目黒区青葉台4-2-2
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れも二重にである.まず第一は,80分ほどの番組の中

で,フォッサマグナとナウマン博士のことが扱われたの

は僅か10分あまりしかたかったことである.もっとも,

これは｢フォッサマグナという番組をつくる｣,というテ

レビ側の最初の言い分を鵜呑みにした,地質家という立

場からの不満であって,あまりきつく非難するわけには

いかない.というのは,私が応援を約東したのは番組の

地質学とナウマン博士に関する側面であって,番組全体

をどんたふうにつくるかは,テレビ側の問題だからであ

る.

この番組が放映された後,大勢の人から意見が寄せら

れたが,非常に明確に好評と不評とが分かれた.好評を

下したのは主として信州の風物に興味をもった人たちで

あった.一方,不評派はフォッサマグナというタイトノ1

にひかれ,地学現象およびナウマン博士に関心があった

人達で,こちらからは,不評というよりは悪評といった

方がよいような,随分と厳しい意見カミ寄せられた.

ひどい屈辱.それはともかく,もう一つ,ひどく傷

つけられたのは,多くの未公表デｰタを提供し,地質学

の側面についてこの番組の制作を指導した私の役割が,

意地悪い形で無視されたことであった.番組の終りに,

制作にたずさわった人達の名前が次々と出て来る.プロ

デュｰサｰという肩婁の総責任老である吉田実氏から始

まって,仕事を分担Lた人達の名カ油てくる.けれども

私の名前はついになかった.しかも番組の途中では,私

カミ顔を出して糸魚川一静岡構造線の説明をする場面があ

って,その部分に限って,私の名前がスｰパｰインポｰ

ズされている.これではまるで,私が役に立ったのはそ

の場面だけであって,その他は私と関係たい,というこ

とにたるではたいか｡実際,事情を知らたい知人からは､

そういう意見が寄昔られた.

ドイソ訪間は私の資料が基で実現した.これ以上細

かいことを書いても,多くの読者には迷惑なことであろ

うから,結論を簡単にいうと,私は知的所有権を侵害さ

れたのである.ある意味では私の恥ずかしい屈辱をさら

け出してこんたことを公表するのは,地質家あるいは一

般の皆さんが,私と同じようなひどいめに合わたいよう

に,という警鐘のつもりである.

そういう事情があるから,気分としては書きたくない

ことではあるが,私のドイツ訪間はこの番組制作の一環

として,テレビ信州のスタッフ諸氏と共に,この会社の

費用負担で行ったものである(第1図)1この点について

テレビ信州に謝意を表する次第である.しかし,テレビ

の諸氏がフォッサマグナとナウマン博士との関係を知

り,ドイツ訪問の必要性を認識し,また訪間の場所やテ

ｰマについて計画をたてることができた基礎は,私が提
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第1図ドイツ旅行のコｰス

さまざまな条件が重なって,結局,フラ:■クフルトを

振り出しに,二回りした･最初は自動率でフランクフル

ト→ミュンヘン→シュタルソベノレク湖(泊)→フュッセ

ン→フランクフルト.二回めは飛行機でフランクフル

ト→ドレスデン(泊)→ミュンヘン(泊)→フランクフル

ト,いう順であった.ただし,本文の記述は,ほぼナ

ウマ:■博士の生涯をたどって,マイセン→ドレスデン

→ミュンヘン→フラ:■クフルト,の順に進めることに

する.

供した未公表の知識と資料にあった.

2.キッパｰス氏の応援を得た

吉田尚氏の紹介でキッパｰス氏に会った.ところで

私のナウマン研究の現段階は,彼の主要た論文を和訳し

終わり,分野ごとに彼の研究の内容紹介(地質学雑誌,96

巻,6･7･12号)を進めているところである.これまでに

は当然,ナウマン博士の生涯についても調査を行い,か

たりのデｰタを集めている.という状態の中で,元地質

調査所所員で尊敬する先輩の吉田尚氏から,日本在住の

ドイツ人地質家に会ってみないか,というお勧めをいた

だいた.そこで知り合いにたったのがドイツ周本研究所

(DeutschesInstitut地rJapanstudien)のA.N.キツバｰ

ス氏(HerrAndreasN.K首pPers,DipIom-Geologe)であ

る.同氏は,私の願いに応じて快く応援してくださるこ

地質ニュｰス446号�



ナウマン博士ゆかりの人と所をたずねてI.マイセンとドレスデン

一53一

とにたった.

ナウマン博士の孫の存在が分かった.キッパｰス氏

から最初にいただいた資料は,1987年の秋ドイツで行わ

れたr森鴎外展｣のパンフレットのコピｰ(部分)であ

った.それを見て驚いたのは,その序文の中にミュンヘ

ンのデイｰタｰ･ナウマン氏(HerrDip1.Ing.DieterNau-

mann)という名があったことである.私はまた他方で,

糸魚川市が進めている“フォッサマグナ博物館"(仮称)

の建設にも参画しているのであるが,あるとき,その会議

で｢博物館の開館式にはナウマン博士の子孫を探して,

出席してもらったらどうか｣と発言した人があった.そ

の話は当時はまったくの夢物語であったが,私個人とし

ては,いつかはドイツに出かけて博士の子孫を探したい

ものだ,と考えていたのであるから,D.ナウマン氏の

名前を発見したことは大きな驚きであった.

ナウマン博士がオペラを書いた.さらに,このパン

フレットを読んでみると,ナウマン博士と森鴎外との有

名な論争のことカミ出ているのは当然として,そのほかに

もナウマン博士の紹介として,｢竹取物語｣を基にして

“G6tterfunken"(仮に,“神々のきらめき"と訳しておく)と

いうオペラの台本を書いている,という記事が目をひい

た(第2図).

その後のキッパｰス氏の精力的た調査ぶりは目を見張

るばかり.たちまち,さまざまだ新事実を集めて下さっ

た.その結果,D.ナウマン氏がまぎれもたいナウマン

博士の孫にあたること,さらに上記の序文の中にあるラ

イアｰ夫人(FrauEdithLeier)もまたナウマン博士の孫

であることが分かった.

ナウマン博士が受けた博士試験の問題と答案.キツ

バｰス氏の活躍の詳細は省略するとして,重要な結果だ

けを抜き出しておくと,ミュンヘン大学資料室のスモル

カ氏(HerrWolfgangJ.Smo1kaM.A.)は,キツバｰス

氏を通じて,ミュンヘン大学に保管されているナウマン

博士に関する人事文書多数のコピｰを送って下さった.

そのほとんどすべては手書きの公文書で,中にはナウマ

ン博士の履歴書や彼が受けた博士試験の問題(チッテル

教授出題)と答案(もちろんナゥマソ博士の手書き)も含ま

れている.

バイエルン国立古生物学地史学博物館(=ミュンヘン古

生物学博物館)のマイヤｰ博士(Dr.He1mutMayr)は,

チッテル生誕150年を記念して同博士が書いた｢カルル

アルフレｰドフォソチッテル｣という論文(同博物

館の出版物)を送って下さった.その後,二回博士は,ナウ

マン博士の博士号請求論文を中心として,私の質問に答

えて,さまざまなことを教えて下さった.

ナウマン博士のお墓カミ見つかった.さらにキッパｰ
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第2図ナウマン博士のオペラ作品の表紙､

書いであることの概略は次のとおりである.r神々

のきらめき｣.オペラ作品.昔の日本の竹取物語(竹

を取る人の物語)を基に,エドムントナウマン作.

登場人物:かぐや姫;巡礼者の長;竹取りの翁;イ

ネ,かぐや姫の女友達;亀松:イネの婚約者;旅人;

公家(宮廷の貴族),第一の求婚者;土佐の殿様,第二

の求婚者;ライコ〔頼光?〕(武士),第三の求婚者;

歌い手;天皇.

以下略.

ス氏から,ナウマン博士のミュンヘンにおける旧居が見.

つかったとか,フランクフルトにお墓があることが分か

った,たどという情報が次々と寄せられた.そういう中

で,テレビ側も直接にキッパｰス氏に会い,同氏からの

情報と斡旋により,ドイツ訪間の具体的日程をたてた.

テレビ会社の依頼により,ドイツにおける上記の各氏と

の面会の時と場所,交通と宿泊等の詳細を準備したのは

ハイデルベルク在住の西本由美子夫人である.西本夫人

はまた,通訳･ガイドとしての業務とは別に,ドイツの

大学事情などについていろいろ教えて下さった.

その他ドイツにおいては,ミュンヘン古生物学博物館

の館長でかつミュンヘン大学の地質学教室主任教授であ

るヘルム博士(ProfDLDietrichHem),バイエルン国
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立図書館東洋部長のデュファイ博士(Dr.AlfonsDufey)･

フランクフルトノ÷イソ6ゲｰテ大学名誉衰授ムラゥス

キｰ博士(Prof.em.,Dr.HansA.M.Murawski)にも,

さまざまだ御意見と御教示をいただいた.以下に報告す

るのは,このドイツ訪間によって得た見聞と,かねて私

が続けてきたナウマン研究の結果との混合物である.こ

の機会に,上記の諸氏に厚く御礼申し上げたい,また,

トイレ旅行中,老齢の筆者を助けて快適た調査研究を可

能にしてくださったテレビ信州のスタッフ,東平輪生･

梶本昌義･菱川真寸の諸氏にもお礼を申し上げたい.

3.マイセンナウマン博士が生まれた町

･空港前からいきたりマイセソヘ走る.ドイツ西部の

町フランクフルト/マインから東へ飛行機で約1時間,

ドレスデンの空港に着いたのは1990年10月13目の13時20

分であった.ということは,東西ドイツの統一が実現し

て僅か10日後のことである.たがら,よその間のことな

がら,何となく緊張した感じで飛行機を降りた.小さな

空港ビルを出ると,すぐ目の前に客待ちのタクシｰがい

る.これでほっとする.

というのは,ドイツの旅に慣れている西本さんにとっ

ても,東独は初めてのことで,'事前には,｢タクシｰも

あるらしい｣という程度の情報しかたかったのである.

ともかく,これでひと安心､テレビの3人に西本さんと

私,合計5人のほかに,テレビカメラや大きな三脚を初

め,撮影関係の道具だけでも106kg近く抱えているの

であるから,足を確保するのが先決である､タクシｰ2

台に荷物を積みこむとすぐにマイセソヘ向けて走り出し

た.時間の割り振りは,今日の午後がマイセン,明目の

午前がドレスデンで,そのお昼の12時にはミｰユソヘソ行

きの飛行機に乗らなげれぽたらない.テレビ会社の取材

旅行は,日程がぎりぎりである.

突然エルベ河畔に出た.出発の前に東京でできるだ

け地図や案内書を集めたが,東独については1/100万程

度の地図しか入手できたかった.だから,マイセンはド

レスデンの北西約20kmというくらいのことしか分かっ

ていない.第一,出発点のドレスデン空港というのが,

ドレスデンの町からどの方向へどのくらいの距離である

のかも分かっていないのだから,どこをどう走っている

のかさっぱり分からたい.道は黄葉し始めた広葉樹林の

トンネルの中を,ただただ走る.時六小型の乗用車に出

会うが,交通量は少ない.

30分ほど走ったところで,突然人きた河の縁に出た

(写真2).エルベ河である.200mほど先に欠きた橋があ

って,その橋の彼方の対岸側の丘の上に,鋭く高くそび

える教会の尖塔が見えている.即座に車を止めて撮影開

始.河は左手後方から前方へ流れている.だから,我冷

は土ルベ河の右岸に居るのであった.

赤い花嗣岩の露頭.撮影の問,私は暇である.道路

の右側には高さ10～20皿の岩壁カミ続いていて,赤い岩石

が露出Lている.絶え間たく車の走る道端であるから,

露頭は挨にまみれている.もちろんハンマｰなど持って

いたいから,手でなでさすり,息で壕を吹き飛ほして確

かめる.赤い(もう少し丁寧にいうと煉瓦色)岩石だから二

畳～三畳紀の砂岩だろうと思っていたのが,何と花嵩岩

である.それも斑状で,花闇斑岩といった方がよいかも

しれない.だから全体としてラパｰキビ花闇岩にも似て

いる.もちろんそうではたくて,後で調べてみたらバリ

スカンすなわち古生代後期のものであった.

第3図ドイツ統一の記念切手.

右側の小さい字は30KTOBER1990,すなわち

1990年10月3日,左の小さい字はDEUTSCHEBUN-

DESPOST,すなわちドイツ連邦郵便.元の大きさは

枠の線で測って約39×21mm.これと同じ図柄を大き

く拡大した看板を,しばしば町角などで見かけた.

写真2マイセンの城山

プイセソの街はエノレベ河の左岸にある.右岸側(北

東側)から対毎の城山を見たところ.教会の高い尖塔

が目立つが,アルブレヒツブルクという城の建物と教

会とが,この丘の上の平坦面上にひLめきあっている･

丘の比高は約50m.

地質ニュｰス446号�
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河に河原がある.道路の反対側に渡って河を見おろ

すと,雑草の生えた広い河原を散歩している人たちがい

る.これは珍しいことだ.ヨｰロッパの河は,一般に河

原がたくて,岸までいっぽいの水が活夫と流れているの

が普通である.つまり河原があるのが珍しいのである.

カメラを構えている我々に遠慮して,小学五年生くら

いの少年が立ちどまる.手まねで,どうぞ通ってちょう

だいという身振りをしたら,とり違えた少年は私の横に

並んで立った.そこで一枚,人だつこい子である.

城山に上る､何はともあれ,尖塔のそびえる丘に上

る.大橋を渡った所から先がマイセンの市街地である.

小さいけれども1000年の歴史があるという有名な町であ

る.古い町だけに細い道は花崩岩の石だたみである.丘

に近づくと道路は上り坂で,やがて中門という名の城門

を通り抜けると,丘の上は小さた広場にたっている.

広場の奥の正面が尖塔のある教会.その左奥がアルブレ

ヒツブルクという域の建物である.広場の回りはすべて

建物で囲まれている.丘の上の平坦面の縁に沿って,連

続Lた通路を兼ねたようた建物が取り囲んでいる,とい

うこのスタ'イルは,英国のドｰバｰ城もそうであった

L,日本では姫路城が同じ構造にたっている.城の始ま

りは929年であるが,現在の建物は1500年前後に建てら

れたもの.教会は1260年～1410年の建築.ただし,いち

ばん目だつ高さ81mの尖塔は1903～1908年の建築であ

る.その塔があいにくと修理の足場に包まれていて,き

れいだ写真は無理である.

城山は段丘か?飛行機に乗る直前,フランクフル

トの町の本屋でベデカの案内書の｢ドレスデン｣という

のを見つけて買っておいたが,その中に出ている地図に

よると,この丘の平面形は不等辺三角形で,三辺の長さ

は260m,305m,210mである.丘の表面はすべて舗装

されているし,どこにも露頭がたいので,どういう成因

のものか分からたいが,見た感じでは比高50mほどの段

丘のように見える.丘の南麓の道路がシュロスベルクシ

ュトラｰセ,すたわち城山通りとなっているから,この

丘の名は城山であるに違いない.

広場の南西端のレストランに入って通り抜けるとテラ

ス状の展望台に出られる.丘の南に広がるマイセンの市

街地は赤い屋根が印象的で,その左手のかなたにエルベ

河と先程渡ってきた大橋が見える(写真3).そこから右

へ,眼下の町並みの向こうに,比高100～200mの丘陵が

つづいている.町のほぼ真ん中にも教会の鐘楼が見えて

いる.ナウマン博士一家が所属するフラウエンキルヘす

なわち聖母教会である.

マイセンの磁器工場マイセンは有名な磁器の産地

である.そこで,国立磁器製造所に行ってみる.ここに

1991年10月号

写真3

城山の展望台からマイセンの街とエルベ河

は付属の博物館があって製品カミ展示されているだけでな

く,制作の実演を見せてくれるはずである.ところが開

館時間は8.00～16.00時で,最終の入館は15.30.時計

をみるとすでにL5.30.残念.土曜の午後で,町の店は

すべて閉まっている.たった一軒だけのマイセン磁器の

店のショｰウィンドｰを覗く(写真4).藍色の東洋風の

絵柄が特徴らしい.値段の数字を円に換算してみると驚

くほど高価である.マイセンの磁器製造は1710年に始ま

ったというから,日本や中国の磁器製造に比べると,あ

まり古いものではたい.

写真4マイセン磁器の店

土曜の午後で,店は閉まっていた.�
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マノレクトブラッツと聖母教会.最後にマルクトプラ

ッソすなわちマｰケット広場に行って見る(写真5).ヨ

ｰ目ヅパの古い町のどこにでもある広場で,町の中心で

ある.目測で1OOX100mほどの方形の広場で,赤い花嵐

岩のブロックが敷き詰められている.タクツｰの運転手

によると,この花嵐岩はドレスデンの南30㎞の石切場

で採掘されているもので,赤いものと白いものとがある

という.

広場の周辺にはベンチが置いてあって,老人たちが休

んでいる.広場のまわりは古風な建物に囲まれている.

特に目立つのは1472年に建てられた市庁舎である.切り

妻形の巨大た屋根と,その屋根から突き出た三つの小屋

根が珍しい形をしている(写真6).広場の一角にはまた,

城山から見えた聖母教会がある.その鐘楼には1929年に

制作された大小合計37個の磁器製の鐘が7段に分けて吊

るしてある.

この教会は15世紀に建てられたものであるが,多分,

博士の誕生や洗礼だとの記録が保存されていると推定さ

写真5マイセンの中心,マルクトプラヅツ(マｰケット広場)

広場は花開岩のブロックで舗装されている.左手の

バスは観光バス.

れる.げれども,土曜日の午後ではあるし,突然の訪問

ではどうしようもない.

わずか半目,それもタクツｰであわただしく走りまわ

っただげであるが,マイセンの町は戦争で破壊されるこ

ともなく,昔ながらの姿を残している.石畳の坂道は多

分に旅人のさすらい心をそそるものがある.今度は数目

滞在して町の細道を歩き回り,疲れたらマルクトプラッ

ツや城山の展望台でピｰルを飲みたいものである.そう

すれほ,ナウマン博士が生まれた家だって見つかるよう

な気がする.

4.ドレスデンｰナウマン博士が少年時代に

勉強した町

民宿に泊まる.マイセンの撮影を終わってドレスデ

ソヘ引き返す途中,すばらしい落目を見た.それもエル

ベ河のかなたへ沈む赤い太陽である.カメラの梶本氏が

色温度が低いという.流石は写真のプロ,テレビのカメ

ラには,それを補正する装置がついているらしい.げれ

ども,こちらはフィルタｰなど持ってはいたい.このあ

たりが写真自慢といってもアマチュアの実態である.い

われて見れば真っ赤た太陽がそれほど眩しくたい.調べ

写真7ドレスデンのエルベ河

河の左岸側が旧市内で,こちら側に沿っては港にな

っている.

写真6マｰケット広場に面して建つ市庁舎の屋根

写真8ドレスデンのエルベ河

右岸側は広い河原で公園に在っている.
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てみると北緯51度,日本付近ではサハリンの真ん中かカ

ムチャッカの南端である.

ドレスデンでは3軒の民宿に分かれて泊まった.ドイ

ツ訪間の決定が間際にたったため,普通のホテルがとれ

たかったのである.ドレスデンは人口52万人の大都会で

あるカミ,第二次大戦の末期,1945年2月に英米軍の大爆

撃を受け,市の中心部が完全に破壊され,35,000人以上

が亡くなったという.戦後の復興も遅れがちでホテルが

不足している.私が泊まったのは日本にもたくさんある

団地型の住宅の一つで,中年の婦人と20歳くらいの息子

とカミ住む家であった.広さや設備は日本の団地の住宅と

似たようなもの.英国の民宿のB&Bと同じで,ベッド

と軽い朝食だけ.

ナウマン博士とドレスデソｰ1.工業高等学校.

これまで日本にはナウマン博士,特にその個人的経歴に

関する資料が極めて少なかった.だから,分からたいこ

とぽかりであった.ところが,ミュンヘン大学のナウマ

ン文書の中には博士の自筆と推定される履歴書がある.

この文書には目付や署名はないが,多分1887年春にミュ

ンヘン大学でパピリタチオン(大学教員資格)を取得L,

私講師になったときに提出したものと思われる.だから

日本で10年間仕事をしたことや,勲四等旭日章を受けた

ことたどが書いてある.

その履歴書の冒頭に,博士は1854年9月11目ザクセン

国マイセンで生まれ,ドレスデンで科学的予備教育(お

そらく初等教育と考えてよいのであろう)を受けた後,1870

年の復活祭にドレスデソ工業高等学校に入ったと書いて

ある.復活祭とはr春分後の満月の直後の日曜目｣とい

うのであるから,3月下旬から4月上旬のことである.

この学校で5学期間,数学と自然科学を勉強した後,ミ

ュンヘンの工業高等学校に移ったという.1学期は半年

であるから2年半である.この履歴書は非常に丁寧に,

いわほ槽書で書いてあるが,形式は普通の書き下しの文

章になっている.そこで,これを日本の履歴書風に書き

改めてみると,次のようにたる.

姓名ハインリッヒエドムソトナウマン

生年月日1854年9月11日

出生地ザクセン国マイセン

学歴

1870年春ドレスデンで予備教育終了〔15歳〕

･･ドレスデソ工業高等学校入学

1872年秋･･5学期終了〔18歳〕

･･ミュソヘソ工業高等学校へ転入学

1873年春･･卒業〔18歳〕

たお,工業高等学校という名称については,場合によ

って異なった言葉が用いられているので,この訳語を確

1991年10月号

定的なものとは考えたいでほしい.また,最後のミュソ

ヘソ工業高等学校の卒業については,r実科高等学校卒

業証書｣〔Abso1utoriu㎜desRea1gymnasiums〕という文

書があって,これは1873年8月2口づけになっている.

ドレスデソ工業大学.さて,ドレスデンを走り回っ

ているときは,まだここまでは詳しく調べていたかった.

けれども何となく,ナウマン博士が勉強した工業高等学

校が現在のドレスデソ工業大学ではないか,という予想

みたいたものがあったので,タクシｰの運転手に大学の

ことを聞いてみた.ところが残念なことに,1945年の爆

撃で大学もすべて破壊され,その建物は残っていたいと

いうことであった.

案内書rドレスデン｣の記事によると,この大学の歴

史は次のとおりである.

1828年工業学校(TechnischeBi1dungsansta1t)が

設立された.

1875年工業学校が高等工業学校(Po1ytechnikum)

となった.

1890年高等工業学校が工業高等学校(Technische

Hochschu1e)とたった.

1961年工業高等学校カミ工業大学(TechnischeUni-

VerSit身t)とたった.

ナウマン博士に関するさまざまだ文書では学校の名称

がまちまちであるが,ともかく,彼が2年半在学して数

学と自然科学を学んだという学校が,現在のドレスデソ

工業大学の前身であることは間違いない.この学校は現

在(案内書は1989年版),3,OOO人の教員･研究者と18,000

人の学生を擁し,ドイツ東部で最大の工業大学である.

劇場広場で.町の中心に劇場広場がある.ゼソパｰ

オペラ劇場という大きな建物の前にあるから劇場広場と

いう(写真9).ここも花嵩岩のブロックを敷き詰めた石

だたみになっている.ゼソパｰとは,この建物を建てた

建築家の名前であるが,これも爆撃で壊滅したものを,

戦後にたって復元再興したものである.案内書による･

と,破壊されてから40年ぶりに1985年2月13日に再開し

たという.建物の入口の碑文に,日本風にいえば｢1977

年6月24目､定礎｣と書いてあるから,完成には8年近

くかかっていることにたる.音楽関係では有名た劇場で

あるらしく,先年ここを訪れたという知り合いの音楽専

門家に,ここの写真スライドを贈呈したところ大変喜ば

れた.

テレビ組は,ここにやって来る人をつかまえては,｢地

質家のナウマン博士を御存知ですか?｣というインタビ

ュｰをやっているが,ついに誰一人知っている人は現れ

たかった.広場の一角には小さた露天式の絵葉書屋が店

を出している.観光バスが着くたびにひとしきり人に囲�
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写真9ドレスデンの中心にあるゼソバｰオペラ劇場

第二次大戦末期の1945年2月13-14日,英米軍の爆撃

で完全に破壊されたが,元のとおりに復元された.

まれるが,それが過ぎると誰もいなくなる.そこをねら

って近づくと,英語のパソフもあるよ,とあれこれ勧め

てくれる.日本人にはドイツ語はだめだと知っているら

しい.ここで初めてドレスデンの市街地図を手に入れ,

念のためrザクセンのスイス｣の案内書はたいかと尋ね

ると,案内書はたいがカレンダｰがあるという.

ザクセンのスイスとは.ザクセンのスイスはドイツ

語でs註｡hsischeSchweizと書き,ゼヒジッシェシュヴァ

イツと読む.ゼヒジッツェはザクセンの形容詞である.

だからザクセンのシュヴァイツたのだが,シュヴァイツ

は日本ではスイスである.ところがスイスはフランス語

なのだからザクセンスイスと訳すると独仏混合にたって

しまう.こんたことを書くのは照れ臭いカミ,実は翻訳の

仕事で大変苦しむ問題の一つである.この地名の訳を何

とするか,いまだに決めかねているので,内実を白状し

ておくわげである.

この奇妙た地名をたぜ知っているかというと,実はナ

ウマン博士の最も重要な論文である｢日本群島の構造と

起源について｣(1885)の中にこれが出て来る(55ぺ一ジ,

31行).小豆島の火山噴出物,特に寒霞渓の風景が｢ザク

センのスイス｣に似ているというのである.この地名が

どこにあるか,さんざん探しまわって,ようやくドレス

デンの南方にあることを突き止めたのは数年前であった

が,今度はその地質が分からたい.ドイツ語の原文を日

本文に変支るだけたら簡単なことであるが､地質家が地

質の論文を翻訳して,言葉の地質的内容は分かりません

では恥ずかしい.というわけで,大変気にたっていたの

が,図らずも案内書rドレスデン｣と劇場広場で入手し

たカレンダｰによって判明した.

｢ザクセンのスイス｣はドレスデンの市街の南東30～

50㎞の地域で,エルベ河の両岸に独特た峡谷をつくっ

｣

漉.

�
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写真10ツヴィソガｰの王冠門

ゼソパｰオペラ劇場の隣にツヴィソガｰという宮殿

一博物館一美術館がある･これも1945年2月13-14日の

r恐怖の夜｣に破壊されたが,美しく復元されている.

ている.高さは海抜400～500mぐらいであるから,大し

たことはない.岩石は｢エルベ砂岩層｣と呼ばれる白亜

系の砂岩で,国境を越えてチェコ領まで広がっている.

今回は現地を見る時間がたかったが,写真で見るとかた

り粗粒であり,礫質のように見える.地層はほとんど水

平であるが,多数の垂直の割れ目が発達し,このためほ

とんど垂直の塔のようだ峰が無数にできている.そのう

ち岩登りの対象にたっているピｰクが970,ルｰトは7000

もあるというから,まさに岩登りのメッカである.高山

の岩場と違って,ハイウェイの傍らからいきなり高度な

テクニックを要する岩登りができるというのカミ人気の原

因らしい.

ナウマン博士とドレスデソｰ2.“御前講演".ナ

ウマン博士は10年間の日本滞在の後,1885年の夏にドイ

ツヘ帰った.その復しばらくは定職につくことたく,ヴ

ィｰソやロソドソヘ出かけては日本の地質と地質調査事

業,あるいは日本車晴を紹介する講演を行ったりしてい

た.その一つがドレスデンにおける1886年4月28～30日

の第六回ドイツ地理学者大会での講演で,｢日本の地形･

地質に関するわが国土調査について｣というのがその題

目であった.これは僅か15ぺ一ジの短い論文であるが,

その中で初めてフォッサマグナという名称が出て来る,

地質ニュｰス446号�
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という点で重要なものである.その他にも,彼が行った

地形･地質の調査の方法について,たとえば｢距離の測

定には,私はいつも量程車を利用した.それが利用でき

ないときには,ストップウォッチを用いるのがよい｣と

か,｢人の往来する道路沿いのステｰションの高さは水

銀気圧計とアネロイド気圧計を用いて測定した｣たど

と1きわめて具体的たこと奉書いている･

それはともかく,この論文の末尾には編集者(?)の

付記として,｢この講演の終了後,万歳三唱の中,国三E陛

下とゲオルク王子殿下とは,大会議場から退席され,少

時の休憩の後,会議が再開された.｣と書いてある.つ

まり,この講演は国王臨席のもとでの“御前講演"であ

ったわげで,ナウマン博士にとっては大変な名誉であっ

たに違いない.

ナウマン博士の講演会に森鴎外が出席した.その御

前講演よりしぽらく前の3月6目,彼はドレスデンの地

学協会においてr日本｣という講演を行った.その講演

会に森鴎外が出席した.すたわち,｢独逸日記｣の1886

年3月6目のところに,

r在地学協会の沼に応じ,其年祭に赴く.此夜の式場

演説は日本と云ふ題号にて,共演者はナウマンEdmund

Naumannなり1北人久しく日本に在りて,旭日章を侃

びて郷に帰りしが,何故にか頗る不平の色あり,今三百

人余の男女の聴衆に対して,日本の地勢風俗政治技芸を

説く.其間不穏の言少からず.･一｣とある.

これが,鴎外ファンの問では有名たナウマン博士と森

鴎外との論争の発端であった.

たお,鴎外が聞いたというナウマン博士の講演は第六

回ドイツ地理学者大会である,とこれまで私は思いこん

でいた.ところが最近,前筑波大学教授の佐藤正博士と

同地球科学系の川田多加美さんの応援によって,それら

が別の会であったことが判明した.お二人の御援助に感

謝の意を表したい.(以下次回)

��午��潢�用���噩�瑳瑯剥�瑩潮��

卵牲��楮材�捥�晄�����畭慮��

����慮����

<受付:1991年5月15日>
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蒙古人民共和国の古生物切手

蒙古のゴビ砂漠には,中生代末から新生代にかけての

陸成層が分布して,恐龍を初めとする脊椎動物の宝庫で

ある.1919年からのアメリカ自然史博物館のアンドリュ

ｰスから始って,1946年からのソ連科学アカデミｰの調

査(エフレｰモフ印シジェストヴェソスキｰ),1963年から

のポｰランド･モンゴル共同調査などがよく知られてい

る.モンゴルは1967年にも8種からなる古生物切手を発

行L,本誌192号にも紹介されたが,今回のは,7種か

らたる1977年発行の古生物切手である.80mは省略.

10m〃0切go1舳ツ8θ1螂伽初期の陸亀の一種｡

20m肋6010伽7{舳如g伽グsθ雷獣類進化の頂点

として蒙古に産するもの.最初はオズボｰンがE.

andrewsiと命名.漸新統に産し,体長4mを越し,

鼻上の一対の角は基部でくっついてヘラ状とたって

いる.

30mハ肋α608α〃〃8刎｡惚｡〃2伽恐龍の鳥盤目の進

化の最終段階として,かものはし恐龍と並ぶもの,

体長約1.5mで,クチバシの様た鼻孔部を備えた小

型の恐龍だった.白亜紀後期.

40m肋肋｡∂o刎絶滅した偶蹄類エンテロドン類に

属し,漸新統から産し,ヨｰロッパに多い.頭骨は･

長く1m以上に達し,臼歯のすり減り方から,左右

方向にそしゃく運動をしていた.

60m砂グ06ε舳肋肋ま伽ゐ鮮新世一更新世にかけ

て主にアジアに住んだ.偶蹄目ウシ上科,アンテ

ィロカプラ科の一員で,かもしかの仲間.

80mH物α〃｡物ウマの一属,中期中新世に北米で

出現し,べ一リング海を通ってアジプに渡った.ア

フリカでは更新世まで続いたが,鮮新世で絶滅.

1t308切〃gθ〃伽更新世及びそれ以後に生息し

た巨大たウシで,1627に絶滅したほかり.旧石器人

の狩の対象だった.(P.Q.)

1991年10月号�


